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J
R
の
移
転
事
業
に
関
す
る
調
査

設
計
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
平
成
２６

年
度
分
の
費
用
負
担
は
１
億
８
９
０
０

万
円
だ
っ
た
が
、
２
回
の
変
更
を
経
て

３
億
９
千
万
余
と
な
っ
た
。
増
額
理
由

は
、
警
備
員
の
配
置
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
り
、
事
務
費
を
計
上
し
て
い
な

か
っ
た
り
と
お
粗
末
な
も
の
。さ
ら
に
、

平
成
２７
年
度
に
は
５
億
７
千
万
円
が

追
加
、
岩
切
地
区
の
調
査
設
計
は
合

計
８
億
７
千
万
円
の
税
金
投
入
と
な
っ

た
。
　
J
R
貨
物
が
行
う
調
査
設
計
費
は

す
べ
て
税
金
で
面
倒
を
み
る
の
か
。

■
土
木
部
長

　
公
共
補
償
の
要
綱
１０
条
に
基
づ
い

て
、
２６
年
、
２７
年
の
調
査
設
計
の
負

担
費
用
を
し
て
き
た
。
新
た
に
造
る

倉
庫
な
ど
の
設
計
費
は
、
J
R
が
独

自
に
だ
す
。

　
そ
の
公
共
補
償
だ
が
、「
公
共
補
償

基
準
第
１０
条
の
建
設
雑
費
そ
の
他
通

常
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
」、「
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
の
機
能
回
復
以
外
の
調
査
設
計

に
要
す
る
費
用
は
乙
（
J
R
貨
物
）

が
負
担
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

２７
年
度
の
調
査
設
計
に
は
、「
機
能
回

復
」
以
外
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

■
土
木
部
長

　
機
能
回
復
分
の
み
で
あ
る
。

　
J
R
貨
物
が
移
転
の
目
玉
に
し
て

い
る
の
が
「
E
&
S
方
式
」
と
呼
ば

れ
る
コ
ン
テ
ナ
対
応
型
の
新
駅
。
従

前
の
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
は

な
か
っ
た
新
し
い
機
能
で
、
当
然
、
こ

れ
は
「
機
能
回
復
」
以
外
の
も
の
で
、

税
金
を
投
入
し
て
公
共
補
償
す
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
が
、
J
R
貨
物
と

は
ど
ん
な
確
認
に
な
っ
て
い
る
か
。

■
土
木
部
長

　
現
駅
と
同
等
の
貨
物
量
の
取
り
扱

い
が
可
能
に
な
る
規
模
を
基
本
と
し

て
、
現
在
標
準
的
駅
機
能
で
あ
る
「
Ｅ

＆
Ｓ
」
へ
の
補
償
は
妥
当
で
あ
る
。

　
同
等
の
機
能
と
規
模
だ
。
全
部
保

障
す
る
の
は
お
か
し
い
。「
E
＆
Ｓ
」

採
用
で
３
時
間
違
う
。Ｊ
Ｒ
貨
物
が
負

担
す
べ
き
で
、
公
共
補
償
の
対
象
に

す
べ
き
で
な
い
。

■
土
木
部
長

　
過
去
、
高
松
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に

「
E
&
S
」
に
公
共
補
償
し
た
事
例
が

あ
る
。

　
「
Ｅ
＆
Ｓ
」
で
飛
躍
的
に
機
能
が
高

ま
る
。
税
金
で
公
共
補
償
す
る
の
は

問
題
だ
と
指
摘
し
て
お
く
。

　
J
R
貨
物
の
移
転
事
業
費
３
０
０

億
円
の
う
ち
、
約
１
０
０
億
は
公
共

補
償
だ
。
現
時
点
で
の
J
R
貨
物
側

の
移
転
費
用
に
つ
い
て
伺
う
。

■
土
木
部
長

　
現
時
点
で
は
概
算
で
９１
億
３
千
万

円
。
公
共
補
償
は
９１
億
１
千
万
円
。

公
共
補
償
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
は

２
千
万
円
。一般
補
償
も
含
め
れ
ば
99

億
円
余
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
至
れ
り
尽
く
せ
り
」

の
構
図
が
生
じ
た
原
因
は
、
宮
城
県

が
あ
の
土
地
を
欲
し
い
と
言
っ
た
か

ら
だ
。
J
R
貨
物
側
か
ら
、
移
転
が

必
要
な
の
で
宮
城
県
に
買
っ
て
ほ
し
い

と
な
れ
ば
、
１
０
０
億
円
レ
ベ
ル
の

公
共
補
償
は
変
わ
っ
て
く
る
。
あ
ら

た
め
て
土
地
購
入
に
い
た
る
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

　
２
０
０
４
年
１
月
１６
日
付
の
河
北

新
報
に
、
J
R
貨
物
移
転
の
本
格
協

議
の
記
事
が
岩
切
の
略
図
付
き
で
掲

載
さ
れ
た
。
翌
２
０
０
５
年
３
月
に

は
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
は
困
難

と
し
、
他
地
区
で
の
整
備
方
向
を
だ

し
た
が
、
財
政
難
に
よ
り
立
ち
消
え

と
な
っ
た
。

　
今
回
の
移
転
は
、
宮
城
県
が
J
R

貨
物
に
「
助
け
舟
」
を
出
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。

■
村
井
知
事

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

て
宮
城
野
原
地
区
に
し
た
。

　
緊
急
消
防
援
助
隊
等
支
援
部
隊
の

受
援
計
画
に
は
、
部
隊
の
終
結
場
所

は
菅
生
パ
ー
キ
ン
グ
、
自
衛
隊
の
支

援
部
隊
は
王
城
寺
原
を
予
定
し
て
い

る
。
広
域
防
災
拠
点
の
活
用
は
こ
れ

か
ら
の
課
題
だ
。「
宮
城
野
原
あ
り
き
」

で
、
他
の
全
て
が
後
付
さ
れ
た
こ
と

か
ら
く
る
矛
盾
で
は
な
い
か
。

　
宮
城
野
原
に
広
域
防
災
拠
点
が
決

定
さ
れ
た
後
に
、
圏
域
防
災
拠
点
構

想
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
圏
域
防
災

拠
点
の
機
能
を
強
化
す
る
方
向
で
、

広
域
防
災
構
想
全
体
を
見
直
す
の
が
、

財
政
上
も
災
害
対
応
上
も
最
も
有
効

と
思
う
が
ど
う
か
。

■
総
務
部
長

　
広
域
と
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図

っ
て
強
化
し
て
い
く
。

　
順
番
が
逆
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
宮
城
野
原
広
域
防
災
拠
点
は
、
防

災
・
減
災
機
能
の
強
化
に
本
当
に
役

立
つ
も
の
な
の
か
。
活
断
層
の
直
近

に
あ
っ
て
直
下
型
地
震
に
も
対
応
で
き

る
の
か
な
ど
不
安
は
尽
か
な
い
。
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
り
、
や
り
直
す
べ
き

と
お
も
う
が
、
改
め
て
知
事
の
見
解

は
ど
う
か
。

■
村
井
知
事

　
広
域
防
災
拠
点
は
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
応
す
る
も
の
。
不
安
を
持
っ
て

い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
作
っ
て
よ
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
防
災
拠
点
を
造
る
。

広
域
防
災
拠
点

　
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
疑
問
点

知事が掲げた創造的復興が
　県民にもたらしたものはなにか

　
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
伺

う
。
宮
城
県
の
被
害
総
額
９
兆
２
２

５
８
億
円
の
う
ち
、
住
宅
関
係
被
害

が
５
兆
円
を
超
え
、
今
も
１
３
、
２

１
０
世
帯
が
仮
設
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党
県
会
議
員
団
は
、
住

宅
再
建
に
係
る
宮
城
県
独
自
の
支
援

を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
が
、
取
り

上
げ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
。

■
土
木
部
長

　
住
宅
相
談
会
の
開
催
や
二
重
ロ
ー

ン
助
成
制
度
、
復
興
住
宅
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
引
き

続
き
、
住
宅
再
建
支
援
に
取
り
組
む
。

　
災
害
公
営
住
宅
整
備
を
市
町
任
せ

に
し
、
県
は
頼
ま
れ
た
分
だ
け
整
備

す
る
対
応
に
終
始
し
た
が
、
こ
の
姿

勢
を
転
換
し
て
は
ど
う
か
。

■
土
木
部
長

　
市
町
任
せ
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
受
託
に
よ
る
建
設
支
援
、
整
備

指
針
や
民
間
事
業
者
か
ら
の
公
募
買

い
取
り
制
度
の
枠
組
み
や
国
へ
の
要
望

も一
緒
に
や
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
支

え
て
い
く
。

　
受
託
と
い
う
の
は
頼
ま
れ
た
分
し

か
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
だ
。
県
で

１
、
０
０
０
戸
つ
く
る
と
言
っ
た
が
、

つ
く
ら
な
か
っ
た
。

　
「
在
宅
被
災
者
」
の
問
題
で
は
、
本

会
議
で
「
石
巻
市
の
調
査
結
果
を
み

て
い
く
」
と
部
長
は
答
弁
し
た
が
、

調
査
の
支
援
を
求
め
る
。

■
震
災
復
興
企
画
部
長

　
石
巻
市
の
実
態
調
査
を
見
守
る
。

　
復
興
基
金
な
ど
で
、
被
災
者
医
療

介
護
の
負
担
免
除
や
住
宅
再
建
の
県

独
自
支
援
、
家
賃
補
助
な
ど
の
活
用

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
免
除
に
対
す
る
支
援
は
考
え
て
い

な
い
。

■
土
木
部
長

　
入
居
支
援
は
加
算
支
援
金
と
し
て

支
給
し
て
い
る
の
で
、
新
た
な
家
賃

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　
防
潮
堤
に
つ
い
て
、
住
民
と
の
合

意
に
向
け
て
、
高
さ
の
面
な
ど
に
お

い
て
柔
軟
な
対
応
を
と
っ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
暮
ら
し
の
再
建
に
関
わ

る
こ
と
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、

知
事
が
創
造
的
復
興
に
こ
だ
わ
り
人

間
復
興
と
い
う
視
点
に
立
た
な
か
っ

た
た
め
と
思
う
が
ど
う
か
。

■
村
井
知
事

　
防
潮
堤
は
合
意
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。
人
間
復
興
の

立
場
に
立
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
指
摘

は
確
か
に
あ
る
が
、
言
い
訳
せ
ず
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

復
興
の
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は

創
造
的
復
興
と
知
事
の
政
治
姿
勢

J
R
貨
物
に
対
す
る

「
至
れ
り
尽
く
せ
り
」の

公
共
補
償
は
問
題

「
宮
城
野
原
あ
り
き
」で

進
め
ら
れ
た

異
常
な
県
政
運
営

平
成
27
年
度
決
算
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